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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。

課
題
・
今
後
の
取
組

【今後の取組】

SNS等を活用した情報発信に加え、首都圏のテレビや雑誌等のマスメディアを活用した広報発信
を行う。

引き続きJR西日本等との連携を中心に首都圏・関西圏からの旅行商品の造成、販促等を行い、
周遊ルートの周知拡大を図る。

引き続き周知を図るため、SNSやマスメディアを活用したPRを実施していくことが必要

周遊ルートのさらなる利用拡大を図るため、首都圏や関西圏だけでなく隣県に対しても、情報発
信をしていくことが必要

事
業
評
価

　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

R4中は、地域イベントや祭が再開されるなど、人流が回復傾向となったこと
から、ポストコロナを見据えた情報発信に取り組んだ。

商談会での旅行会社への働きかけ等を通じ、佐渡金銀山を含む団体旅行
商品の造成、販売がされた。

今後も広域アクセスルートの魅力向上を図り、旅行会社へのアプローチや
情報発信強化に取り組んでいく。

【ゴールに対するR４末の達成度】

こ
れ
ま
で
の
取
組
実
績

事
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績

【Ｒ４年度計画】

首都圏・関西圏等における観光商談会の実施

JR西日本と連携した佐渡エリアを含む広告掲出（デジタルサイネージ等）やPeachと連携したウェ
ブ広告の実施

交通事業者及び航空会社などと連携した情報発信

SNS等を活用した情報発信の実施

YouTubeやSNSを活用した情報発信を実施するためのプロモーション動画の作成・配信

関西圏からの誘客促進を図るため、JR西日本や関西圏の旅行会社と連携したモニターツアーの
実施

観光商談会（WEB含む）を通じた、旅行会社への観光コンテンツ情報の提供

旅行会社や交通事業者を対象とした観光商談会、旅行代理店などを対象とした現地視察招へい
の実施

JR西日本をはじめとする交通事業者や航空会社等と連携した旅行商品の販売促進

JR西日本をはじめとする交通事業者や航空会社等と連携した情報発信の実施

【H28年度からR３年度までの取組実績】

インフルエンサーを活用し、佐渡金銀山の魅力とともに、近年人気が高まっているアウトドアに焦
点を当てた情報発信の実施

JR、JAL、ANA及び旅行会社と連携した関西発のモニターツアーの実施

第４章　世界遺産登録に向けた来訪者の受入体制整備
取組項目

上越新幹線・北陸新幹線を活用したアクセ
スルートの周知・利用拡大Ⅰ．アクセスルートの整備・来訪者の誘導等

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

事
業
概
要

【事業目的】

【事業内容】

【本計画終了時点のゴール】

事業(施策)名 12 広域アクセスルートの広報促進

県観光企画課

関連団体

北陸信越運輸局、佐渡地域振興局（地域振興担
当）、新潟市観光推進課、長岡市観光企画課、上越
市魅力創造課、佐渡市観光振興課、県観光協会、佐
渡観光交流機構、佐渡汽船（株）事業実施期間 Ｈ28～R６

令和４年度事業点検・評価調書　

4-Ⅰ-12 4-Ⅰ-12

上越新幹線と北陸新幹線を活用した周遊ルートの周知・利用拡大を図る。

上記理由のためB評価とした。

首都圏・関西圏から佐渡までのアクセスルートについて、パンフレット、チラシ、ホームページ等で
の情報提供のほか、旅行代理店へのアプローチを行う。

JR西日本等と連携し、周遊ルートの周知、旅行商品の造成・販促等を行い、誘客拡大を図る。

国内候補選定等の好機を生かし、SNS等を活用した情報発信を行い、新型コロナの影響で減少し
ている観光客数を回復させる。

デスティネーションキャンペーンを契機とした観光情報の発信

新潟県観光立県推進行動計画で目指す将来像として「黄金と白銀で酔わせる新潟」を掲げ、佐渡
金銀山が本県の重要な地域資源であるということを県民に対して改めて意識づけし併せて対外
的に発信

【Ｒ４年度実績】
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